
新渡戸遠友リビングラボ *歴史散歩 2026* ＜秋コース＞ ①・② 

  
 

はじめにナナメありき !? 
   

東区の通称“ナナメ通り”を歩きます。東区には明治の初めに都市づくりが始まった札幌中心部に 

先立ち、幕末に「御手作場」が開かれました。なぜ、ここに開かれ、道が通じたか、その後の札幌

の発展にどのような役割をはたしたか、歩きながら体感しましょう。 

とき ９月５日（土）・12 日（土）午前 10 時～ （２時間程度） 同じ内容で２回開催 

＊荒天時は 2 週間後に順延（順延日も荒天の場合は中止）。順延、中止は当日午前 9 時までに連絡 

集合 午前 9 時 50 分 東区民センター前 （東区北 11 条東 7 丁目） からくり時計が目印 

問合せ・申込み  電話 011-577-1441 ファックス 011-241-1150 
Ｅメール info@nitobe-enyu.org   （事務局・三上） 

＊ファックス・E メールで申込みの場合は、氏名・連絡先（電話・メールアドレス）・参加希望日を明記のこと 

案内人 杉浦正人（札幌建築鑑賞会代表） 参加費 700 円（資料・傷害保険料を含む） 

定 員  各回 15 名（先着順）申し込み期間 8 月 1 日より   締切り 8 月 29 日（土） 

 主な行程（約 2 ㎞）  

東区役所・ニュー札東ビル 昭和 40-50 年代、区画整理により建設 

大覚寺   明治時代に創設された曹洞宗の説教所に由来する札幌の古刹 

橘さん宅  西洋農業を学んだ橘仁がリンゴ栽培を始めた地 

軟石倉庫  昭和 30 年代に建てられた元タマネギ倉庫が再利用されて健在 

本龍寺   幕末、御手作場を開いた大友亀太郎が妙見堂を祀ったとされる地 

大友公園  大友亀太郎が開削した用水堀が伏籠川に注いだ地点 

札幌村郷土記念館「大友亀太郎関係資料」「玉葱関係資料」（市指定文化財）を収蔵展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石狩国札幌郡札幌村・丘珠村全図 明治 15 年（北海道大学附属図書館蔵）から 

主 催 新渡戸遠友リビングラボ（https://nitobe-enyu.org/） 


